
添付資料 6-4 南側広場サイン計画



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レストラン施設新築その他⼯事 



1）表示基準

 ■タイプフェイス

　・サイン上に使用する書体は下記に示す指定のものを基本とする。

　・言語は、和文・英文・中国語（簡体字）・韓国語の 4ヶ国語併記を基本とするが、

　　サインの表示面に制限がある場合や、情報の重要度など、状況に応じて和文・英文のみの 2ヶ国語併記も採用する。

 ■ピクトグラム

　・共用性の高い表示においては、文字や漢字が読めない利用者やユニバーサルデザインを考慮し、オリジナルのピクトグラム（図記号）を使用する。

　　詳細については監督員との協議の上、決定とする。

 

 ■ロゴマーク

　・ロゴマークの展開に当たっては「福岡市博物館 ビジュアル アイデンティティ システム」に基づくものとする。

2）材料組成基準

　・鉄鋼材　　　　　　　　　　：SS400（錆止塗装）とする。

　・ステンレス材　　　　　　　：SUS304 とする。

　・塗料　　　　　　　　　　　：フッ素系塗料とする。室内環境配慮型／ F☆☆☆☆とする。

　・粘着剤／接着剤　　　　　　：室内環境配慮型／ F☆☆☆☆とする。

　・アクリル樹脂材　　　　　　：全て糸面取りを施すものとする。

　・マーキングフィルム　　　　：ポリ塩化ビニルフィルムとし、垂直使用にて 5年以上とする。

　・インクジェット出力シート　：褪色・耐候性を考慮し、油性インク対応とし、UV カットラミネート加工仕上とする。

3）実施（施工）基準
　・本サイン工事の施工者は当該工事と同種又は類似工事に関する相当の実績を有すること。

　　（例：博物館・美術館などの文化施設の実績）

　・施工に先駆け、必要に応じた協議・確認を行い、監督員の総意承諾を得ることとする。

　・いずれの工法においても、施工図を作成し、監督員の承諾を得ることとする。

　・サイン表示内容については、版下原稿を作成し、監督員との協議・確認の上、承諾を得ることとする。

　・原寸等の原稿は、監督員と協議の上、工事内において対応すること。

　・使用する材料および仕上・色彩等については、見本を提出の上、監督員の承認を得ることとする。

　・サイン取付位置については、あらかじめ総合図および各図面上にて別途工事との調整を行い、

　　監督員との協議・確認の上、承諾を得ることとする。

　・サイン用の一次側電源は電気設備工事（タイマー・スイッチなどを含む）とし、接続工事以降、二次配線からをサイン工事とする。

　・サイン用電源は電気設備工事にて独立回路を確保する。

　・外照照明（サイン本体に組込むもの以外）は器具を含め電気設備工事とする。

4）グラフィック基準
　・基本グラフィック開発を行い、各アイテムに展開し、監督員の承認を得ることとする。

　・基本グラフィックをもとに版下原稿の作成を行うこととする。

　・上記の内容に関わる費用は施工費に含むものとする。

　・版下はデジタル原稿とし、Adobe illustrator で作成すること。またデータは施工後 5年間保管すること。

福岡市博物館

ふくおかしはくぶつかん

フクオカシハクブツカン

FUKUOKA CITY MUSEUM

fukuoka city museum

0123456789

福冈市博物馆

후쿠오카시 박물관

【和文 ： MT たづがね角ゴシック】 【英文 ・ 数字 ： Helvetica Neue】 【中国語 簡体字 ： 兰亭黑 - 简】

【韓国語 ： Apple SD 산돌고딕 Neo】

福岡市博物館

ふくおかしはくぶつかん

フクオカシハクブツカン

FUKUOKA CITY MUSEUM

fukuoka city museum

0123456789

記 号 符 号

A１

名 称

総合案内サイン（自立式） 2 - - ※本工事外

A２ トイレ触知サイン（壁付式） - 2 - -

K１ 欠番 - - - ※本工事外

参２ 参考 交流施設名称サイン（壁付式） - - 2 ※参考・本工事外

K２ トイレサイン a（突出式） - 3 - -

K３ トイレサイン b（突出式） - 1 - -

K４ トイレサイン c（建具直付） - 6 - -

BY１ バックヤードサイン（建具直付） - 14 2 -

Y１ 誘導サイン 8 - - ※本工事外

G１ 学習サイン a（自立式） 2 - - ※本工事外

G２ 学習サイン b（床埋込） 1 - - ※本工事外

C１ 注意・禁止サイン a（自立式） 5 - - ※本工事外

C２ 注意・禁止サイン b（スパイク式） 20 - - ※本工事外

C３ 注意・禁止サイン c（床接着式） 2 - - ※本工事外

既１ 既存 館名称サイン 1 - - ※本工事外

既２ 既存 記念サイン 1 - - ※本工事外

参１ 参考 シンボルサイン 1 - - ※本工事外

南側

広場

交流

施設

ﾚｽﾄﾗﾝ

施設
備考

参３ 参考 館名称サイン（自立式） 3 - - ※本工事外

C４ 衝突防止サイン（壁付式） - 約 52m - -

R7.3

サイン特記事項/員数表

      -

      -
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種別

通し番号

図面名

福岡市博物館南側広場レストラン施設新築その他工事
工事名称

設計番号 縮尺
04658-010

A1:1/

A3:1/

作成日

総括
一級建築士　第372389号　田苗 稔

担当

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第1-11146号

株式会社

課長 係長 係長
A



A２K2 K2 K2

K3

K4 K4

K4

K4

K4

K4

A２BY１

C4 C4 C4

BY１ BY１ BY１ BY１

BY１ BY１BY１ BY１

BY１

BY１

BY１

BY１

BY１

BY１BY１

参 2

参 2

C4 C4

R7.3

レストラン施設・交流施設 サインプロット図

     100・1/250

     200・1/500
502

S=1/200レストラン施設 サインプロット図

S=1/500交流施設 サインプロット図

種別

通し番号

図面名

福岡市博物館南側広場レストラン施設新築その他工事
工事名称

設計番号 縮尺
04658-010

A1:1/

A3:1/

作成日

総括
一級建築士　第372389号　田苗 稔

担当

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第1-11146号

株式会社

課長 係長 係長
A
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배리어 프리 화장실

現在地
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お手洗のご案内
Restroom information
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トイレ触知サイン（壁付式） S=1/5A２ トイレサイン a（突出式） S=1/10K２ トイレサイン b（突出式） S=1/10K３ トイレサイン c（建具直付） S=1/10K４

バックヤードサイン（建具直付） S=1/5BY１ 衝突防止サイン（壁付式） S=1/2C４ S=1/20参考 交流施設名称サイン（壁付式）参 2

R7.3

サイン姿図
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      -
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❶本体：マーキングフィルム貼 ❶本体：IJ 出力シート貼（透明メディア）
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❶本体：マーキングフィルム貼

MWC / WWC 多機能 WC

350

❶本体：SUS5.0t 切文字加工 塗装仕上

　　　　SUS 角パイプ 12*12 鏡面仕上 +クリア塗装

❷下地：SUS 角パイプ 9*9

MWC+WWC+ 多機能 WC

❶本体：SUS3.0t バイブレーション仕上 +クリア塗装の上、IJ 出力シート貼

❷触知図：UV 印刷加工
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❶本体：SUS5.0t 切文字加工 塗装仕上

　　　　SUS 角パイプ 12*12 鏡面仕上 +クリア塗装

❷下地：SUS 角パイプ 9*9

MWC/WWC/ 多機能 WC
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❶
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コーナー部

R加工
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❶本体：マーキングフィルム貼

※交流施設名称未定
※本工事対象外

種別

通し番号

図面名

福岡市博物館南側広場レストラン施設新築その他工事
工事名称

設計番号 縮尺
04658-010

A1:1/

A3:1/

作成日

総括
一級建築士　第372389号　田苗 稔

担当

建設コンサルタント　登録番号　建01第843号

一級建築士事務所　福岡県知事登録　第1-11146号

株式会社

課長 係長 係長
A



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南側広場整備⼯事 



1）表示基準

 ■タイプフェイス

　・サイン上に使用する書体は下記に示す指定のものを基本とする。

　・言語は、和文・英文・中国語（簡体字）・韓国語の 4ヶ国語併記を基本とするが、

　　サインの表示面に制限がある場合や、情報の重要度など、状況に応じて和文・英文のみの 2ヶ国語併記も採用する。

 ■ピクトグラム

　・共用性の高い表示においては、文字や漢字が読めない利用者やユニバーサルデザインを考慮し、オリジナルのピクトグラム（図記号）を使用する。

　　詳細については監督員との協議の上、決定とする。

 

 ■ロゴマーク

　・ロゴマークの展開に当たっては「福岡市博物館 ビジュアル アイデンティティ システム」に基づくものとする。

2）材料組成基準

。るすと）装塗止錆（004SS：　　　　　　　　　　材鋼鉄・　

　・ステンレス材　　　　　　　：SUS304 とする。

　・塗料　　　　　　　　　　　：フッ素系塗料とする。室内環境配慮型／ F☆☆☆☆とする。

　・粘着剤／接着剤　　　　　　：室内環境配慮型／ F☆☆☆☆とする。

　・アクリル樹脂材　　　　　　：全て糸面取りを施すものとする。

　・マーキングフィルム　　　　：ポリ塩化ビニルフィルムとし、垂直使用にて 5年以上とする。

　・インクジェット出力シート　：褪色・耐候性を考慮し、油性インク対応とし、UVカットラミネート加工仕上とする。

3）実施（施工）基準
　・本サイン工事の施工者は当該工事と同種又は類似工事に関する相当の実績を有すること。

　　（例：博物館・美術館などの文化施設の実績）

　・施工に先駆け、必要に応じた協議・確認を行い、監督員の総意承諾を得ることとする。

　・いずれの工法においても、施工図を作成し、監督員の承諾を得ることとする。

　・サイン表示内容については、版下原稿を作成し、監督員との協議・確認の上、承諾を得ることとする。

　・原寸等の原稿は、監督員と協議の上、工事内において対応すること。

　・使用する材料および仕上・色彩等については、見本を提出の上、監督員の承認を得ることとする。

　・サイン取付位置については、あらかじめ総合図および各図面上にて別途工事との調整を行い、

　　監督員との協議・確認の上、承諾を得ることとする。

　・サイン用の一次側電源は電気設備工事（タイマー・スイッチなどを含む）とし、接続工事以降、二次配線からをサイン工事とする。

　・サイン用電源は電気設備工事にて独立回路を確保する。

　・外照照明（サイン本体に組込むもの以外）は器具を含め電気設備工事とする。

4）グラフィック基準
　・基本グラフィック開発を行い、各アイテムに展開し、監督員の承認を得ることとする。

　・基本グラフィックをもとに版下原稿の作成を行うこととする。

　・上記の内容に関わる費用は施工費に含むものとする。

　・版下はデジタル原稿とし、Adobe illustratorで作成すること。またデータは施工後 5年間保管すること。

福岡市博物館

ふくおかしはくぶつかん

フクオカシハクブツカン

FUKUOKA CITY MUSEUM

fukuoka city museum

0123456789

福�市博物�

후쿠오카시 박물관

【和文 ： MT たづがね角ゴシック】 【英文 ・ 数字 ： Helvetica Neue】 【中国語 簡体字 ：�亭黑 -�】

【韓国語 ： Apple SD 산돌고딕 Neo】

福岡市博物館

ふくおかしはくぶつかん

フクオカシハクブツカン

FUKUOKA CITY MUSEUM

fukuoka city museum

0123456789

記 号 符 号

A１

名 称

総合案内サイン（自立式） 2 - - ※2台で 1セットとする

A２ トイレ触知サイン（壁付式） - 2 - ※本工事外

K１ 欠番 - - - ※本工事外

参２ 参考 交流施設名称サイン（壁付式） - - 2 ※本工事外

K２ ）式出突（aンイサレイト - 3 - ※本工事外

K３ ）式出突（bンイサレイト - 1 - ※本工事外

K４ ）付直具建（cンイサレイト - 6 - ※本工事外

BY１ バックヤードサイン（建具直付） - 14 2 ※本工事外

Y１ 誘導サイン 8 - - -

G１ ）式立自（aンイサ習学 2 - - -

G２ ）込埋床（bンイサ習学 1 - - -

C１ ）式立自（aンイサ止禁・意注 5 - - -

C２ ）式クイパス（bンイサ止禁・意注 20 - - -

C３ ）式着接床（cンイサ止禁・意注 2 - - -

既１ 既存 館名称サイン 1 - - ※本工事に含む

既２ 既存 記念サイン 1 - - ※本工事に含む

参１ 参考 シンボルサイン 1 - - ※参考・本工事外

南側

広場

交流

施設

ﾚｽﾄﾗﾝ

施設
備考

参３ 参考 館名称サイン（自立式） 3 - - ※参考・本工事外

C４ 衝突防止サイン（壁付式） - 約 52m - ※本工事外

R7.3

サイン特記事項/員数表

      -

      -
--



レストラン施設

A１

レストラン施設サイン 別途工事

交流施設サイン

別途工事

G１（フラワーゲート解説）

C３

C３

参１

A１

G１
（インクルーシブパーク解説）

G2（ゲート解説）

※C2注意・禁止サイン bの配置については協議の上、適宜配置とする

C1

C1

C1

C1

Y1

Y1

Y1

Y1

Y1

参３
C1
Y1

Y1

Y1

参３

参３

R7.3

南側広場 サインプロット図

     250

     500
--



総合案内サイン（自立式）A１ S=1/20、S=1/40

R7.3

サイン姿図（1）

      -

      -
--

2,700

※照明用タイマーは電気設備工事にて電気配電盤制御とする

※止水用パッキンやコーキング 等により雨水侵入防止措置を講ずること

※水抜き孔・熱抜き孔へ防虫メッシュを取付のこと

❶本体：内部鉄骨組み（St 溶融亜鉛メッキ処理）、

　　　　SUS1.2t 曲げ加工の上、SUS2.0t プレート貼

　　　　（ア：鏡面仕上・イ：バイブレーション仕上・ウ：ヘアライン仕上）
　　　　+クリア塗装

❷表示 a：アルミ複合板下地 IJ出力シート貼（押縁にて筐体内部に取付）

❸表示 b：ソフトベニヤ下地 掲示クロス貼（マグネット・画鋲 両用）

❹表示 c：“ マーク +福岡市博物館 ”：SUS 3.0t 切文字加工 焼付塗装仕上（2色） 

　　　　  “ Fukuoka City Museum ”：マーキングフィルム貼　

❺基礎：外構工事

❶イ
❶イ

❶ウ

❶イ

❶イ

❹

❶イ

❶ア

❸

❶ア

❶イ

キャビンフック

※扉の開放状態・保持用金物
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▽GL

▽GL

＜背面＞＜正面＞

A-A断面 B- B断面
C-C断面

＜側面＞

❺基礎（外構工事）

　・基礎配筋（D-13縦・横 @200）

　　コンクリート打設

　・砕石クラッシャーラン

根巻き

コンクリート

（サイン工事）

アンカーボルト 8-M16×2台

（サイン工事）

※1ヶ所のみ

「FUKUOKA NEXTサイン」

IJ出力シート貼（姿切）

「FUKUOKA NEXTサイン」

IJ出力シート貼（姿切）

※1カ所のみ

SUSピアノ丁番

強化ガラス 5.0t

四周 目隠しシート貼（裏貼り）

シリンダー錠（上下 2箇所）

框：SUS角パイプ 25*25

バイブレーション仕上げ＋クリア塗装

上下 LED 照明＋乳半アクリルカバー

※一次側配線は電気設備工事

開館時間

MAP

注意禁止事項

B1ポスター

w728*h1,030

一次側配線

（電気設備工事）

↑
A

↑
A

↑
B

↑
B

↑
C

↑
C

❸表示 b

LED 照明
+
乳半アクリルカバー

乳半アクリルカバー
+
LED 照明

80

2
0

20

四周

目隠し

シート貼

（裏貼）

強化ガラス

5.0t

※LED 照明

）D8-0207-C3YT-F：番型品製（RAB D3 AGYT：品商考参　

　（1列あたり 3ユニット×上下 2ヶ所×2台 =計 12ユニット）

シリンダー錠

シリンダー錠

キャビンフック

※メンテナンス時の開放状態 保持用金物



総合受付
General  receptionn
假的 假的　더미  더미

展示室
Exhibit ion room
假的 假的　더미  더미

レストラン
Restaurant

餐�　레스토랑

体験学習室
Experience learning room
假的 假的　더미  더미

ミュージアムショップ
Museum shop
假的 假的　더미  더미

博多伝統工芸館
Hakata Tradit ional  Crafts  Museum
假的 假的　더미  더미

福岡市博物館の歴史
History of  Fukuoka City  Museum
福�市博物��史　후쿠오카시  박물관의  역사　

従来からあった福岡市立歴史資料館（現在の福岡市赤煉瓦文化館）が手狭になったことから、当初はアジア太平洋博
覧会の開催に合わせ会場内のテーマ館として建設され、博覧会の終了により一旦閉鎖し改装、1990 年 10 月 18 日に
博物館として正式に開館した。
As the exist ing Fukuoka City  History  Museum (current ly  Fukuoka City  Red Br ick  Culture  Museum) became too smal l ,  i t  was  in i t ia l l y  constructed as  a  theme 
museum within the venue to coincide with the Asia-Pacific Expo.  I t  was closed and renovated,  and official ly  opened as a museum on October 18,  1990.
由于�有的福�市�史博物�（�福�市��文化博物�）�模�小，最初作�会�内的主�博物�，�配合�太博�会而关�并重新装修，并于 2017 年正式开放。 1990 年 10 月
18 日，博物�。
종래부터  있던  후쿠오카  시립  역사  자료관 (현재의  후쿠오카시  아카렌카  문화관 )이  좁아졌기  때문에 ,  당초는  아시아  태평양  박람회의  개최에  맞추어  회장내의  테마관으로서  건설되어 ,  박람회의  
종료에  의해  일단  폐쇄해  개장 ,  1990년  10월  18일에  박물관으로서  정식으로  개관했다 .

福岡市博物館の歴史
History of  Fukuoka City  Museum
福�市博物��史　후쿠오카시  박물관의  역사　

従来からあった福岡市立歴史資料館（現在の福岡市赤煉
瓦文化館）が手狭になったことから、当初はアジア太平
洋博覧会の開催に合わせ会場内のテーマ館として建設
され、博覧会の終了により一旦閉鎖し改装、1990 年 10
月 18 日に博物館として正式に開館した。
As the  ex is t ing Fukuoka C i ty  History  Museum (current ly  Fukuoka C i ty  Red 
Br ick  Cul ture  Museum)  became too smal l ,  i t  was  in i t ia l ly  const ructed as  a  
theme museum with in  the  venue to  co inc ide  with  the  As ia-Pac ific  Expo.  I t  
was  c losed and renovated,  and officia l ly  opened as  a  museum on October  
18,  1990.
由于�有的福�市�史博物�（�福�市��文化博物�）�模�小，最初作�会�内
的主�博物�，�配合�太博�会而关�并重新装修，并于 2017 年正式开放。 1990
年 10 月 18 日，博物�。

종래부터  있던  후쿠오카  시립  역사  자료관 (현재의  후쿠오카시  아카렌카  문화관 )이  좁아졌기  
때문에 ,  당초는  아시아  태평양  박람회의  개최에  맞추어  회장내의  테마관으로서  건설되어 ,  
박람회의  종료에  의해  일단  폐쇄해  개장 ,  1 9 9 0년  1 0월  1 8일에  박물관으로서  정식으로  
개관했다 .

従来からあった福岡市立歴史資料館（現在の福岡市赤煉
瓦文化館）が手狭になったことから、当初はアジア太平
洋博覧会の開催に合わせ会場内のテーマ館として建設
され、博覧会の終了により一旦閉鎖し改装、1990 年 10
月 18 日に博物館として正式に開館した。
As the  ex is t ing Fukuoka C i ty  History  Museum (current ly  Fukuoka C i ty  Red 
Br ick  Cul ture  Museum)  became too smal l ,  i t  was  in i t ia l ly  const ructed as  a  
theme museum with in  the  venue to  co inc ide  with  the  As ia-Pac ific  Expo.  I t  
was  c losed and renovated,  and officia l ly  opened as  a  museum on October  
18,  1990.
由于�有的福�市�史博物�（�福�市��文化博物�）�模�小，最初作�会�内
的主�博物�，�配合�太博�会而关�并重新装修，并于 2017 年正式开放。 1990
年 10 月 18 日，博物�。
종래부터  있던  후쿠오카  시립  역사  자료관 (현재의  후쿠오카시  아카렌카  문화관 )이  좁아졌기  
때문에 ,  당초는  아시아  태평양  박람회의  개최에  맞추어  회장내의  테마관으로서  건설되어 ,  
박람회의  종료에  의해  일단  폐쇄해  개장 ,  1 9 9 0년  1 0월  1 8일에  박물관으로서  정식으로  
개관했다 .
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誘導サイン S=1/20Y１

参考 シンボルサイン参１

S=1/10）込埋床（bンイサ習学G２S=1/10）式立自（aンイサ習学G１

R7.3

サイン姿図（2）

      -

      -
--

❶本体：St角パイプ 40×40 溶融亜鉛メッキ処理の上、塗装仕上

　　　　アルミ複合板 t3.0の上、IJ出力シート貼（両面）
❷基礎：外構工事 

❶

❷基礎（外構工事）

    ・基礎配筋（D-13 縦・横 @200）

　   コンクリート打設

    ・砕石クラッシャーラン
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ロッキング

砂敷❷下地コンクリート

）事工ンイサ（001@ 6φュシッメーヤイワ　

❶

スタッドピン

❶本体：SUS5.0t バイブレーション仕上の上、

　　　　エッヂング色差加工 +クリア塗装、

　　　　裏面スタッドピン加工

❷下地：サイン工事

※インターロッキング 舗装のモジュールに合わせて寸法調整のこと
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0
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コーナー部

R加工

コーナー部

R加工
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❶本体：SUS3.0t 鏡面仕上の上、エッヂング色差加工 +クリア塗装

❷本体：SUS1.5t HL 仕上の上、弁当箱加工 +クリア塗装

❸基礎：外構工事

15°

❸基礎（外構工事）

　・コンクリート打設

　・砕石クラッシャーラン
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＜正面＞

※背面も同じ仕様

＜側面＞

アンカーボルト 4-M12

（サイン工事） アンカーボルト M12

（サイン工事）

　支柱：SUSパイプφ50.8＊3 鏡面仕上（英文字部）

❶本体：SUS箱文字 d200焼付塗装仕上（連結部：d100 SUS鏡面仕上）　❷支柱：SUSパイプφ89.1＊3 鏡面仕上（マーク部）、SUSパイプφ50.8＊3 鏡面仕上（英文字部）　❸基礎：外構工事

※本工事対象外 ）事工ンイサ（61M-4トルボーカンア

❸基礎（外構工事）
　・基礎配筋（D-13縦・横 @200）、コンクリート打設
　・砕石クラッシャーラン
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❶本体　：SUS箱文字 d200焼付塗装仕上
　連結部：d100 SUS鏡面仕上

❶本体　：SUS箱文字 d200焼付塗装仕上
　連結部：d100 SUS鏡面仕上

❷支柱：SUSパイプφ89.1＊3 鏡面仕上（マーク部）



S=1/50

NO ENTRY

施設利用のルール
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��　시설  이용  규칙

ポイ捨て
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

たばこ
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

自転車の乗り入れ
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

ペットのフン
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

寝泊まり
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

泳ぐ行為
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

スケボー
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

ボール遊び
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

音楽
Rules for  faci l i ty  use
�施使用��
시설  이용  규칙

）式クイパス（bンイサ止禁・意注 S=1/10C２ ）式着接床（cンイサ止禁・意注 S=1/10C３

※水盤底部へ接着固定とする

館名称サイン（自立式）参３

既存 記念サイン -既２既存 館名称サイン -既１

S=1/10）式立自（aンイサ止禁・意注C１

R7.3

サイン姿図（3）

      -

      -
--

❶本体：SUS箱文字 d50 焼付塗装仕上（2色）

❷下地：SUS 角パイプ 焼付塗装仕上

❸基礎：外構工事　　　　

※本工事対象外
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▲

水面

▲

水面

❶本体：SUS3.0t バイブレーション仕上の上、エッヂング色差加工

　　　　+クリア塗装

表・裏の両面表示

既存サイン（SUSプレート部のみ）取り外しの上、

指定場所へ引き渡しのこと

※解体工事の際に対応のこと
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❶本体： SUS角パイプ HL+アルミ複合板の上、IJ出力シート貼（両面）

SUS角パイプ

コーナー部

R加工
コーナー部
R加工

既存サイン取り外しの上、指定場所へ引き渡しのこと

※解体工事の際に対応のこと
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0
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600

❶本体：SUS3.0t 鏡面仕上 +クリア塗装の上、エッヂング色差加工

❷本体：SUS1.5t HL仕上 +クリア塗装の上、弁当箱加工

❸基礎：外構工事

400

2
0
0

❶

15°

❸基礎（外構工事）

　・コンクリート打設

　・砕石クラッシャーラン
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アンカーボルト M12

（サイン工事）
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❸基礎（外構工事）

　・基礎配筋（D-13縦・横 @200）、コンクリート打設

　・砕石クラッシャーラン

アンカーボルト M12

（サイン工事）


	添付資料6-4_南側広場サイン計画●　※ランドスケープの社名削除中
	添付資料6-4_南側広場サイン計画
	表紙（添付資料6-4_南側広場サイン計画）

	中表紙（レストラン施設新築その他工事）
	添付資料6-4_南側広場サイン計画
	添付資料6-4_南側広場サイン計画●
	250327_実施設計図_レストラン施設新築その他工事_サイン


	中表紙（南側広場整備工事）

	250327_実施設計図_南側広場整備工事_サイン



